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1 外袋の表（個人）

水引の上に表書き、下に自分の名前（フルネーム）を書く、と

全互協・全葬連・日本郵便が運営する郵便局のネットショッ

プのコラムが説明しています。表書き「御香典」は一例です

（2ページ目の表書きの早見表を参照）。

2 中袋の表（金額）

中袋の表の中央に、金額を漢数字（壱・弐・参・拾など）で書

く、と全葬連は説明しています。末尾に「也」を付けるかは団

体によって説明が違います（2ページ目）。

3 中袋の裏（住所・氏名）

住所は都道府県から、マンション名・部屋番号も省略せずに、

氏名はフルネームで（全葬連）。遺族が香典を管理するため

の情報なので、読みやすく正確に。郵便番号は任意です。袋

に記入欄が印刷されていれば、その欄に合わせて書きます。

4 中袋がない袋（外袋の裏）

中袋がない袋は、外袋の裏に金額と住所・氏

名を書く、と全葬連は説明しています。

5 連名（2〜3名）

目上の人から順に右から書く（全互協・大阪葬

祭事業協同組合）。

6 代表者名＋外一同

全葬連は3名以上で「外一同」、大阪の組合は

4人以上で「他一同」と説明しています。中袋

（入りきらなければ別紙）に全員の住所・氏名

を。

7 会社名を添える

中央に姓名、その右側に会社名（全葬連）。部

署で包むときは「〇〇部　一同」など。会社の

総務・慶弔規程も確認を。

外袋の表書きの墨：薄墨で書くのが正式（全葬連）、薄墨で書く（大阪葬祭事業協同組合）と説明される一方、全葬連の別のページには「最近では黒インクでも問題ありませ

ん」という説明もあります。団体によって説明が違うため、迷ったら葬儀社や親族に確認してください。

夫婦・代理：夫婦連名は夫の姓名を中央右、妻の名を左に。妻が代理のときは夫の氏名の左下に小さく「内」、上司などの代理は本来の方の氏名の左横に「代」（いずれも全

葬連の説明）。
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発行：生前整理支援センター ふれあいの丘（株式会社Kogera）　www.fureaino-oka.com/sogi/kouden-bukuro　個人利用の範囲で自由に印刷・複製いただけます。

この見本は一般的な書き方の例です。地域・宗教・宗派によって異なるため、迷ったときは葬儀社や親族に確認してください。袋の大きさは実物どおりではありません。名前・住所の〇〇は書き換えてくだ

さい。
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金額の書き方の早見表（大字）

この早見表は金額の「書き方」の参考です。包む金額の目安を示すものではありません。

算用数字 大字で書く例 萬・圓（旧字体）で書く場合

3,000円 金参千円 金参千圓

5,000円 金五千円 金五千圓

10,000円 金壱万円 金壱萬圓

20,000円 金弐万円 金弐萬圓

30,000円 金参万円 金参萬圓

50,000円 金五万円 金五萬圓

100,000円 金拾万円 金拾萬圓

字の対応：一→壱、二→弐、三→参、十→拾。万・円の旧字体（いわゆる康

熙字典体）が萬・圓です。

「也」：金額の後に「也」を付けるのが正式だが省略しても問題ない（全葬

連）／「也」は付けない（大阪葬祭事業協同組合）と、団体によって説明が

違います。

4・9の金額：「4」「9」の金額は避けるとされるため（全互協・全葬連）、こ

の表には載せていません。

字形は常用漢字表（平成22年内閣告示第2号）の例欄〈壱万円・弐万円・参万円・拾万円〉による。萬・圓は同表で万・円に丸括弧で添えられた康熙字典体。金額を大字（旧漢字）で書く慣習は全日本葬祭業協同

組合連合会（全葬連）の説明による。参千円・五千円・五万円は、同じ考え方で当サイトが組み合わせた書き方の例です。

表書きの早見表（宗教・宗派別）

宗教・宗派 表書きの例 出典の説明

仏式 御霊前・御仏前・御香典 全互協・全葬連・大阪葬祭事業協同組合・郵便局のネットショップのコラム。御霊前から御仏前に替える時期は、全葬

連は「四十九日」、全互協は「三十五日の法要までなら御霊前／四十九日の法要から御仏前」と、書き方が違います。

浄土真宗 御仏前・御香典 など

（御霊前は使わない）

浄土真宗本願寺派：書くなら「御仏前」、ほかに「御供」「御香典」「御香資」。真宗大谷派：「御香儀」「御香資」「御香典」

「御香料」が望ましい。両派とも御霊前を使わないと説明しています。

神式 御霊前・玉串料・御榊料 神社本庁。全互協は「御神前」「御玉串料」、全葬連は「御玉串料」を挙げています。蓮の花の柄の袋は仏式用です（神

社本庁・全互協）。

キリスト教 御花料（お花料）

カトリックは御ミサ料も

全互協・全葬連・郵便局のネットショップのコラムの説明（教会の公式な説明は確認できていません）。教会や遺族に

確認してください。

仏式で、宗派が分からないとき

業界団体の説明

全互協（全日本冠婚葬祭互助協会）は「御霊前」は宗教、宗派を問わず使える

と説明しています。

全葬連（全日本葬祭業協同組合連合会）は、迷った場合は「御霊前」が無難と

しています。

浄土真宗の宗派の説明

浄土真宗本願寺派は、仏さまに捧げるので書くなら「御仏前」と説明してい

ます。

真宗大谷派は、浄土真宗では亡くなった方を「霊」として祀ることはない、と

説明しています。

「御香典」は、浄土真宗本願寺派・真宗大谷派・全互協・郵便局のネットショップのコラムがいずれも挙げている表書きで、候補の一つになります（全葬連は仏式の

みに用いるとしています）。宗派・地域で違うため、迷ったら葬儀社や親族に確認してください。

出典：浄土真宗本願寺派「よくあるご質問」、真宗大谷派（東本願寺）「葬儀・法事・お墓のこと」、神社本庁「初穂料・玉串料のマナー」、全互協・全葬連・大阪葬祭事業協同組合の解説ページ、郵便局のネットショッ

プ（日本郵便株式会社運営）のコラム。いずれも2026年10月2日確認。業界団体・通販サイトのコラムは法令や公式のルールではありません。
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中袋の表（金額） 中袋の裏（住所・氏名） 中袋の表（金額） 中袋の裏（住所・氏名）

練習用の枠です。枠の寸法は市販の香典袋と同じではありません。点線は文字の位置の目安です。

外袋の表（表書き・名前） 香典を郵送するとき（チェック欄）

現金書留の料金は改定されることがあるため、このPDFには載せていません。出す前に郵便局や日本郵便のペ

ージで確認してください。

出典（いずれも2026年10月2日確認）

1. 郵便法（昭和22年法律第165号）第17条・第45条（e-Gov法令検索）

2. 文化庁「常用漢字表」（平成22年内閣告示第2号）

3. 日本郵便「書留」

4. 日本郵便 よくあるご質問「現金書留で現金と物品や手紙を同封して送ることはできますか？」

5. 浄土真宗本願寺派「よくあるご質問」

6. 真宗大谷派（東本願寺）「葬儀・法事・お墓のこと」

7. 神社本庁「初穂料・玉串料のマナー」

8. 全互協（一般社団法人全日本冠婚葬祭互助協会）「香典袋の表書きは「御霊前」それとも「御仏前」？」

「香典をいくら包めばいいの？」「キリスト教式のマナーは？」「すぐに弔問できない場合は？」「通夜・

葬儀・告別式に出席できないときは」

9. 全葬連（全日本葬祭業協同組合連合会）お葬式お役立ち辞典「香典袋の書き方完全ガイド！」

（2025.03.18）「香典袋とは」（更新2026.02.04）「香典を郵送する際の注意点と手紙の文例」（更

新2026.02.04）

10. 大阪葬祭事業協同組合「香典の心得」

11. 郵便局のネットショップ（日本郵便株式会社運営）お役立ちコラム「香典袋（不祝儀）のポイントはこ

こ！」

各ページのURLは配布ページ www.fureaino-oka.com/sogi/kouden-bukuro に掲載しています。業界団体・通販サイトのコラムは法令や公式のルールではなく、説明が団体によって異なる点は両

方を載せています。

現金は書留で送る決まりです（郵便法第17条）。日本郵便では現金封筒を使い、現金書留で送りま

す。

簡易書留では現金は送れません（郵便法第17条・第45条）。

お金は香典袋に入れ、表書きと名前を書いてから、現金書留の封筒に入れる。

専用封筒は「のし袋も入る大きさ」（日本郵便）。香典袋に入れてから書留用封筒へ（全互協・大阪葬祭事業協同組合）。

お悔やみの手紙を同封する。

現金書留に手紙を同封できる（日本郵便 よくあるご質問）。手紙を添える（全互協・全葬連）。

宛名は喪主に。喪主が分からなければ遺族の代表者の名前で。

全葬連の説明。

遅くとも四十九日法要までに届くように。

全葬連の説明。時期は地域・家によって考え方が違うため、親族に確認を。

中袋（中袋がなければ外袋の裏）に金額・住所・氏名を書いたか確かめる。

発行：生前整理支援センター ふれあいの丘（株式会社Kogera）　www.fureaino-oka.com/sogi/kouden-bukuro　個人利用の範囲で自由に印刷・複製いただけます。
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